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１．業務概要
本業務は、文科・理科棟の機能改善・環境改善を目的とした全面改修設計を行うものである。

２．事業概要

本業務の設計対象である文科・理科棟（以下、「設計対象施設」という。）は、昭和４３年に整備された施設である。

本事業は、老朽化した設計対象施設について、現在使用している、一般科目及び生物応用化学実験を行う施設の機能改善・環境改善の確保を目的とした改修整備を行うものである。

なお、設計対象施設に収容される施設として、一般科目について、一般教員の教員室及び共用室の整備、生物応用化学について、薬品等を使用する実験室の整備を行うものである。
３．設計対象施設の概要

（１）敷地、施設及び改修の条件

設計業務委託特記仕様書の「Ⅰ 業務概要　４ 設計与条件」に示す「（１）敷地の条件」、「（２）施設の条件」及び「（３）建設の条件」による。
　なお、詳細は、別添資料「配置図」による。
（２）主な法的条件

○ 用途地域の指定等



第１種中高層住居専用地域




建ぺい率60％ 容積率　200％



日影規制：高さ10mを超える建物



　　　　　


　　　　　
○ 地域地区の指定



市街化区域
　　　

（３）外壁・屋根・内部の劣化に関する現状

外壁について、クラックが発生しており、その隙間から雨漏れが懸念される。
　　　　屋根について、現在、雨漏れの形跡があり、シート防水の劣化が著しく進んでいる事が懸念される。

内部について、クラックや浮きがあり、雨漏れが懸念される。

外壁の浮き、クラック等の調査は、目視及び手の届く範囲において、調査し、推定数
量を設計数量とする。
（３）耐震性能に関する現状

文科・理科棟の耐震性能は、ＩＳ値０．７３である。今回の整備において、部屋のレ
イアウト変更に伴い、改修後の耐震補強計画については、すでに実施済みである。資
料は「耐震補強計画報告」による。
４．改修設計方針
（１）機能改善に関する改修設計方針
・　自然採光・通風を生かし、省エネルギーに配慮する。

（２）要求環境保全性能についての方針
本業務においては、「官庁施設の環境保全性基準」（平成29年3月22日国営環第14号）に準拠することとし、環境負荷低減性を確保すること。
５．改修設計に当たっての留意事項

本業務の実施に当たっては、次のことに留意し、検討を行うものとする。
機能改善に関する改修設計上の留意事項

・　工法及び使用
材料の選定に当たっては、工事期間とコスト縮減に配慮するとともに、恒久的施設に求められる機能が確保可能なものを選定すること。

・　上記の留意事項に配慮するとともに、全体として、工期短縮とライフサイクルコストを含めたコスト縮減に配慮した設計とすること。

・６．その他
　　　　本事業は、文科・理科棟の建築、電気設備、機械設備の設計業務を行う。
　　　　工事発注のため、文科・理科棟（建築、電気、管）の積算内訳書を求めるもので
ある。
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